
 1/8

 
 

講義録画を利用した復習用 LIVE教科書の開発 
 

石井光雄、 小西克巳、 岩沢和男、 岩田則和 
広島大学 情報メディア教育研究センター 

 
概要 

講義録画を利用して復習用の LIVE 教科書を作成した。復習を効率的に短時間で行うため
に録画ビデオを構造化することを検討した。構造化は講師の話をすべて文字起こしをおこ

ないその内容で章、節にわけた。次に 90分の映像からインデキシング画像を作成して、そ
の画像をクリックすることでその時点から再生することとした。これら構造化したデータ

とオリジナルの映像相互のリンク情報をつけ聞きたいところをすぐ探しそこから再生を可

能とした。ライブ感あふれた画面設計を行い実際の講義録画ビデオから復習用 LIVE 教科
書を作成して評価し、効果的であるという結果を得た。 
 

Development of Self-Learning LIVE Contents Using Class Recording Viedo 
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Abstract 

This paper proposes a digital textbook with digital video for self-learning. The proposed 
digital textbook contains a digital video recorded in a class and is structured into 
chapters and sections according to spoken texts in order to help us study efficiently. 
Structured texts and digital video link with each other, and we can start to study any 
section of the digital textbook on demand by clicking spoken texts or images created by 
video indexing. This paper also reports the evaluation of the proposed digital textbook. 
 
 
１．まえがき 
大学の講義を録画してそれを学生にネットで配信したりメディアで貸し出したり、社会人

に有料で提供したりという活動は国内外の多くの大学ではるか以前から行われている。遠

隔講義やＥ－ラーニングの導入が進む中、情報メディア機器やネットワーック環境が整備

されてくるにつれ大学の講義の録画や配信が低コストで容易に行えるようになったため、

講義録画の有効利用は大学のみが持つ知的財産を活用したサービスとしてますます重要に

なってくると考えられる[1-4]。 
一般的には 90 分の講義はやはり 90 分かけて観ないと全体は分らない。しかしこれでは観
たい所を探すための労力が大きく、試験の前に復習しようという学生にとっては魅力的で

はない。復習が魅力的であるためには、すくなくとも講義の全体構成をすばやく把握して、

観たい場面を直接再生できるようなコンテンツの構成と効率的な操作機能が必要である[5]。
ここでは復習する学生のために録画ビデオをベースにしたWeb用自習教科書としての機能
や画面構成の検討を行い、復習用 LIVE教科書を試作して学生による評価を行った。 
２．講義の録画方法 
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われわれは二通りの方法によって講義を録画してビデオデータをアーカイブしている。 
(1) 講師の依頼に応じて講義や授業にカメラマンを派遣して教室の中にカメラを持ち込ん
で録画する。授業は板書したり、PC のプロジェクターで投影しながらマイクを使って
おこなわれるので、先生の姿とか板書とかスクリーンを適当に追って撮影している。撮

影のために特別に設備とか照明をセットしたりはしないで講師や出席学生に録画して

いることをなるべく意識させないように行動している。 
(2) 双方向ライブ遠隔授業の伝送データをスチール録画するシステムを開発している。広島
大学の法学部・経済学部は 35km 離れたキャンパス間で双方向遠隔授業を行っている。
この双方向遠隔授業システムでは 2 台のカメラが教室に固定設置されており講師撮影
用と受講者撮影用に使い分けされている。講師は他のメディアとして PCと VHS を使
うことができ、これらの 4つのビデオソースは教卓の設備で一つの画面に合成されてビ
デオデータとして遠隔教室に伝送される。画面の構成は講師がボタン操作で選択できる。

受講側の教室では学生は一つの画面を見ながら、すぐ質問ができる。アーカイブするデ

ータはこの一つの画面に構成されたビデオデータである。このシステムでは講師は目の

前にいる学生ではなく、遠隔地にいる受講者のために話に合わせて自分の顔だったり、

パワーポイントの画面だったり、教室の全景だったりと切り替えながら講義を進めてゆ

くので、画面だけをみて理解できるようにという講師の気持ちが込められたビデオデー

タということができる。図１に双方向授業システムのスチール録画システムを示す。 
 
2002年の前期から双方向授業のアーカイブを始めており、対面授業の公開講座を含め、現
在までに 600コマ以上の講義がアーカイブされている[1]。 
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図 1 双方向遠隔授業システムとスチール録画システム 

録画コストに関して、講義のビデオ撮りにあたり復習用に提供する目的ではそれほどコス

トはかけられない。何もしなくても自動的に講義が録画されていればベストである。講師

の動きを追う自動追尾カメラ、パワーポイントとの同期、自動画面構成などそのための研

究やシステム開発がなされており将来は講義の録画設備は教室に標準装備されるようにな

るであろう。録画コストは極めて低くなることが想定されるので講義録画活用の研究がま
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すます重要になる[6]。 
われわれの場合、カメラマンを派遣するときは学生アルバイトを派遣して低コストに抑え

ている。地元ＣＡＴＶ会社と契約して専門カメラマンが撮影する場合も双方にメリットを

認めて録画コストを抑えている。また双方向授業のディジタルアーカイブシステムは初期

投資のシステム開発費を除けば定常運用費は授業スケジュールの設定と録画確認業務です

む。データベースへの登録とか配信システムへの登録は同等の作業量である。 
 
３．講義録画のコンテンツ化  
講義録画ビデオから自学自習を支援する復習用の電子教材に変換することを考える。変換

の目的はビデオでは困難な 90分の講義を要点だけすばやく把握することを可能とし、かつ
難しいところは理解を助けるような機能を持ったコンテンツにすることである。これをこ

こでは「復習用 LIVE教科書」と呼ぶ。 
復習用 LIVE教科書の PC画面の設計コンセプトを以下のように置く。 
(1) 対面授業に出席しているような雰囲気を再現し、興味と集中心を維持できる。 
(2) 講義時間より短時間で講義の概要が把握できるように講義情報を構造化する 
(3) 録画した全映像を概観すること講義の全貌をすばやく把握できる。 
(4) 話すより読むほうが早いので講師のスピーチをテキスト変換する。 
(5) 対面ライブ授業の特長である質問に答えられる機能をもたせる 
(6) Webブラウザーで閲覧可能とし、インターネット上に置き、ユビキタス環境に適応した
教科書を狙う。 
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図 2 授業録画から LIVE教科書作成までのフロー 

 
録画ビデオそのままでは放送型の受動型教材である。これを復習用としては学習する人の

意思に従うオンデマンド型の教材に変換することを狙う。これによって 90分の授業を 5分
でサーベイしたい人、20 分で理解しようという人、もっと正確に深く話された内容を調べ
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たい人、などそれぞれの要求に答えられる機能を持たせるためにはビデオを構造化するこ

とで実現を狙う[2-5,7]。 
図 2 に授業録画から復習用ライブ教科書作成までの研究作業の項目と流れおよび作成者と
学習者の関係を示す。この図には計画中のも含まれているが基本的な流れはできている。 
 
４．復習用 LIVE教科書がもつべき機能 
録画ビデオを能動的な復習用教材とするために必要な機能を以下のように考える。 
(1) 講師の話す言葉をテキストにする。話し言葉をより速く理解するために目で見てぱっと
理解する能力のほうが優れている。話言葉を忠実にテキストにすることを基本とするが、

要約してテキストにするかは評価の対象と考えるのでどちらもできようにしておく。 
(2) 講義の内容に従って数分くらいの間隔で章立てをつくる。90分の講義は 10章くらいに
区切る。全体が何章でできているか表示しておき、その章のタイトルは内容を表すよう

なものにしておく。 
(3) 章のタイトルにはサブタイトルをつけて、かつそのときの経過時間を表示しておく 
(4) 章のどこからでもクリックすることで再生開始できる 
(5) 全映像検索機能を備えておき、検索のインデックス映像はサムネール映像を作成してお
きその映像で行う。具体的にはシーンチェンジ映像を検索キー映像とする。 

(6) 検索キー映像をクリックすることでそこから再生開始できる 
(7) 映像とテキストと検索キー映像は連動しており、どれをクリックしてもそこから再生さ
れ、関連するテキストもインデックス映像も同期して再生される 

(8) どの時点でも停止中断が可能であり、また指定したところから再生開始して最後まで再
生を続ける 

(9) テキストに現れる単語にたいして説明ファイルとリンクを張っておく。映像に含まれな
い資料を同じ DVDに格納して完結した教科書を狙う 

 
５．画面設計 
復習用 LIVE 教科書としての機能を持った構造化された講義ビデオ画面の設計を図３に示
す。画面内の各部分は以下の情報を持つ。 
(1) ビデオ操作機能 
ウインドウズメディアプレーヤーを利用する。再生、停止、一時停止、時間スクロール、

またこの画面をクリックするとＰＣ全画面表示となり普通のＤＶＤプレーヤー相当と

なり垂れ流し再生となる 
(2) テキストスクロール機能 
講義の全話言葉をテキストとするだけでなく、内容によって章立て、節立てをして経過

時間とともに表示する。また全テキストをスクロールしたり言葉を検索できる。 
(3) 章指定ボタン 
講義が全部で何章になっているかを示し、どの章からでも再生をスタートできる。 

(4) 検索用インデックス画像 
90 分の映像のシーンチェンジ画像を作成して一覧表示する。この画像をスクロ－ルし
てクリックすればそのシーンから再生スタートできる 
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図 3 ビデオ映像を構造化した画面構成 

 
６．構造化の実現方法 
復習用の教材として興味が尽きないように LIVE 感をもたせ、かつ学生の能動的な活用を
可能として効率的に復習するためには 90分の連続映像の構造化を以下のように実現する。 
(1) 講義ストーリの構造化 
講師の話を理解してそれをもとに何について話しているかという単位にまとめること

を講義ストーリの構造化と呼ぶ。これは言葉で行う。 
(ア) 話言葉をすべて文字起こしする。まずビデオを聞きながらテキストを作成する。
「あー」とか「えーと」という相槌とか擬音はテキストにしないこととした。 

(イ) 文章を読みながら講義ストーリを理解して章立てをつくりタイトルをつける。ま
たサブタイトルをつけたりする。これらのテキストには章立て、節立てごとにタ

イムコードが付記される。この章、節立てが構造化の基本となり良し悪しは作成

者の知識とか能力に依存する。講師本人がこの章立てをつくるのが最適であろう

が、将来構想として別の組織が作成することを想定しており、今回は学生に作成

してもらうこととした。 
(ウ) 章立てができれば次は全体の目次をつくる。これは章名とサブタイトルとその概
要を数行に書いた目次ページである。このページは最初にホーム画面として表示

される。これらにはすべてタイムコードとともに表記されている 
(2) 映像の構造化 

90 分の映像を一望で概観することができれば、黒板に書いているとか、パワーポイン
トで説明しているとか、俯いて読みながらはなしているとか、質問に答えているとか、

資料をみているとかの状況を把握でき、授業全体の把握が復習を容易にし、LIVE感が
勉強への興味をわかせるだろうと期待している。その場面に直接飛ぶことができれば効

率的であろう。そのために映像インデックス画像を作成する[8]。インデックスの方法と

ビデオ映像 
MPEG2 
 
講師映像とかパワーポイント画

面とかこれらの組み合わせ映像 
 

章タイトル名 
サブタイトル 
 
音声のテキスト化 
話す内容を忠実に

文章にする 

検索用インデックス画像：シーンチェンジ画面 章番号への指定ボタン 

ビデオ操作機能 テキストスクロール機能 

画像スクロール機能 直接ジャンプ機能 
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してシーンチェンジ画像を採用する。講義の内容とは直接相関があるわけではないが、

映像が変化することは講義の変化点でもある。シーンチェンジの画像位置から再生をス

タートする。 
 
７．LIVE教科書作成手順 
録画ビデオ 90分を入手してから復習用 LIVE教科書を完成するまでの作業手順のあらまし
を述べる。 

(1) DVDビデオからMPEG2ファイルへの変換：  
DVD-Videoで保存した 90分授業のデータサイズは約４GBである。これを AVIに変
換すると 130GB になる。次に Adobe Premiere で MPEG２に変換すると約 3.5GB
となりいろいろ編集可能となる。 

(2) 開発したファイルエディターを用いて文字起こしを行う：  
メディアプレーヤーの再生、停止に加えて 5秒戻る、進むボタンを追加してテキスト
タイプが音声に間に合わないとき聞きなおしを簡単にしている。文字起こしテキスト

ファイルにベタで作成する。 
(3) テキストを読みながら章、節をつくる：  
ファイルエディターの映像を見ながら章、節の時間のところで章、節を入力して相当

するテキストを挿入してゆく。この画面が復習用のメイン画面となる。 
(4) 映像検索用のインデックス画像をつくる：  
一コマ 90 分の映像から一秒毎の画像を 5400 枚抽出する。画面上に索引画像として
表示するために小さなサムネール画像にする。ここでは 96ｘ72ピクセルとした。こ
の小さな画像の前後の差分をとり閾値より大きい画像をシーンチェンジ画像とする。

画面上には一度に 10 個くらいしか表示できないが数十のシーンチェンジ画像をスク
ロールすることで全講義の映像を概観できる。 

(5) 復習用 LIVE教科書の画面作成：  
今まで作成した文字起こしのテキストを章、節にした構造化テキストファイルをおよ

び映像インデックス画像の時間情報をJavaScriptファイルにしてHTMLとして保存
します。画面を構成する既存の雛形の DATAフォルダに追加する。 

 
これで LIVE教科書は完成である。1コマ 90分の授業に対して LIVE教科書作成にかかる
作業時間は約 25時間である。実際の構造化画面を図４に示す。 
 
LIVE教科書を最初に開くとその講義の表紙ページを表示する。このページには講義タイト
ルと目次に加えて講義映像の代表的なシーンを 3枚表示することで概要を示す。DVDのカ
バーにもしている。何かクリックすると表紙がめくれ映像インデックス画像が表れ学習画

面となる。画面作成の映像編集ツールは効率化に重要である[9]が、ここではフリーソフト
と市販ツールを使用している。 
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図 4 復習用 LIVE教科書の画面 

 
８．復習用 LIVE教科書作成結果一覧 
作成フローを確立してコストを評価するため、表 1に示すとおり、講義録画を元に 39コマ
分の LIVE教科書を作成した。 

表 1 復習用 LIVE教科書作成数 

 年度 講義名 講義形態 講義数 教科書 
作成数 

1 2002 広島大学から世界が見える 部局長による講義 14 14 
2 2003 学問との出会い 部局長による講義 14 1 
3 2003 現代社会を生き抜くための化

学知識 
総合科学部 公開講

座 
10 10 

4 2003 医療行為と法 法学部 公開講座 10 10 
5 2003 救急医療講座 医学部 公開講座 7 4 

合計 51 39 
 
９．学生による評価 
復習用 LIVE 教科書として当初の目的を達成しているか評価するためには実際その講義の
受講者に渡して評価するべきであるが、内容よりもまずこのような LIVE 教科書の操作上
の機能評価を行うこととして第 3者の学生に評価してもらった。 
全文テキスト起こしによる章構成は評判が良かった。また当初の学生利用者以外にも先生

がより良い講義にするための視点による改良、難聴者への提供、高校生や市民への提供な

ど、いくつかの応用提案がありかなり効果的な教材となるという結論を得た。コストをも
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う少し安くできるならば継続的な開発も可能である。 
 
１０．まとめ 
講義録画ビデオから復習用 LIVE 教科書を作成するシステムを開発した。公開講座[1]関連
の約４０コマ以上録画したものについて、このシステムを利用して復習用 LIVE 教科書を
作成した。学生による評価結果では目的とおり、能動的な、すばやい復習に効果を発揮す

ることが確かめられた。作成コストをさげるためにはビデオから自動的にこのような構造

化ビデオができることが理想的だが、講義を理解できるレベルの知識の自動化が必要であ

る。当面は音声テキストをベースにしてより簡単に章構成操作を支援する機能の追加向上

を検討してゆく。またより多くの学生に評価してもらうためには著作権処理が終わり次第

キャンパスネットに配信して学生に提供する計画である。また学生による評価を通じて指

摘された点を改善して、講義録画ビデオの活用法を開拓してゆく予定である。 
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